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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023年度
教育・研究目標

・ものごとの間をつなぐ手法をデザインする。デザイン情報学科はまさしく「デザイン
学」と「情報学」の領域を横断する分野であるが、この2つの領域が交わる点(intersection)
を起点とし、多様な創造を目指す。
・この3年間で浮き彫りとなった情報インフラと情報リテラシーの重要性を改めて考え、少
なくとも本学科の教育ではこの2点における専門性をある程度は担保できるよう、学科体制
としても個人としても強固にすべきであると考える。

・2022年度に引き続き、前期・後期それぞれで「インタラクションデザイン基礎」の授業
を担当する。昨年度の反省も踏まえ、学生の制作のレベルの底上げができるように指導を
行いたい。具体的には授業成果物がプロトタイプとして実動する程度を目指す。
・過去2年間同様に「助教・助手展」への参加を行うとともに、その成果を研究報告あるい
は制作ノートとして大学の研究紀要に掲載することを目標とする。

学位

2021年度に引き続き、「助教・助手展2022 武蔵野美術大学助教･助手研究発表」に出展。
各種センサーや電子工作を用いたインタラクティブな作品を制作し、上記「インタラク
ションデザイン基礎」の授業にも役立てられるよう展示方法もオープンなものとした。
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